
ア

ジ

ア

の

繁

栄

と

「

儒

教

資

本

主

義
」

かつ
て
力
l
ル・
マ
ル
ク
ス
も
マッ
ク
ス・
ウz
lパ
ーも
『ア
ジ
ア
の
儒
教
文
化と
資
本主
義的
発
展と
は
相容
れ
ない』
と
論
じ
た。

し
か
し
日
本、
N
l
E
S
を
始め
ア
ジ
ア
諸
国
は、
堅
調に
経
済
発
展
を
続
けて
い
る。
む
し
ろ
儒

教文化か、
ア
ジ
ア
の

経
済
的
活力
を
支
え
て
い
る
と
さ
え
言
え
る
の
だ。
『
西欧
的
資
本主
義』
と
は
明
ら
か
に
異
な
る

『偶数
資
本主
猿』
の
可
能
性
は。

「
ア
メ
リ
カ
の
世
紀」
の
終
鷲

ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
で
ア
メ
リ
カ
は
大
丈
夫

な
の
だ
ろ
うか。
ア
メ
リ
カ
経
済の
再
建
を
公

約
し、
「
変
化L
を
唱
え
て
選
挙
戦
に
は
圧
勝

し
た
大
統
領
で
は
あ
る
が、
パ
フ
ォ
ーマ
ン
ス

が
目
立
つ
ば
か
り
で、
「
変
化」
の
先
行
き
が

一
向
に
見
え
て
こ
ない。
果
た
し
て
ア
メ
リ
カ

は
再
生
で
き
る
の
だ
ろ
うか。

私
が
今住
ん
でい
る
カ
リ
フ
才
ル
ニ
ア
は、

数
年
前、
ア
メ
リ
カ
の
再
建
を

担う牽引
車の

よ
う
に
期
待
さ
れ
た
け
れ
ど、
現
在
は
失
業率

が
十
数パ
ー
セ
ン
ト
に
も達
し、
昨
年の
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
暴
動
の
後
遺

症も癒
え
切
らず
に、

ア
メ
リ
カ
の
再
建
に
とっ
て
の
足
柳
に
さ
え
な

っ
て
し
まっ
てい
る。

カ
リ
フ
方
ル
ニ
ア
の
凋
落
は、
脱
冷
戦
下
に

お
け
る

軍需産業の
不
振
と

産軍複定の
衰

退
に
起
因
す
る
とい
わ
ね
ば
な
る
まい。
冷
戦

の
終
議
と
ソ
速の
崩
壊
は、
戦
後一
貫
し
て
ソ

連
と
張
り
合っ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
正
統性の

根拠をも
掘
り
崩
し
て
し
まっ
た
の
で
あ
る。

栄光か
ら
侮心へ
と
転
じ
た
プ
ッ
シュ
前
大
統

領の
後ろ
姿は、
そ
の

象徴的
な
投
影
で
も
あ

っ
た。確か
に、
不
況
が
長
期
化
し
てい
る
日
本
に

比
し
て、
ア
メ
リ
カ
の
景
気
は

回複基
調
に
あ

る
占つ
に
見
え
る
が、
ア
メ
リ
カ
経済の
根
本

的再建
と
は
程
遠
く、
失

業率、
貿

易収支］

国
家
財
政
な
ど
経
済の
基
本指
標
を
日
本
と
比

べ
て
み
れ
ば、
日
本
経
済
が
い
か
に
健
全
で
あ

る
か
が
歴
然
と
す
る。

こ
の
主ヲ
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら、
今こ
の

原

稿を書い
てい
る
私の
研
究
室
か
ら
も太
平

洋が
よ
く
見
え
る。
海の
向こ
う
が
日
本
な
の

だ
と
思っ
と、
あ
か
ず
眺
め
て
し
毒つこ
と
も

し
ば
し
ば
だ
が、
も
と
よ
り
そ
こ
に
は
日
本
以

外に
も、
台
湾、

韓国が
あ
り、

香港、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
が
あ
り、
ま
た

申菌大陸

も存在す

る。
つ
ま
り一
二
世
紀
に
向
け
て
依
然
と
し
て

経済的活力を保持しつ
づ
け
て
い
る
東
ア
ジ

ア
の
世
界
が、
海の
彼
方
に
あ
る
の
だ。
ア
ジ

ア
N
I
E
S
の
な
か
で
は、

韓国
が
こ
の
と
こ

ろ
過度の
経
済
成
長の
ひ
ず
み
で
低
迷
し、
中

国に
つ
い
て
は
ポ
ス
ト
郡
小
平
時
代へ
の
不安

が
尽
き
ない
け
れ
ど、
相
対
的
に
見
て、
東
ア

ジ
ア
の
経済
発
展
が
今
世
界
で
もっ
と
も注
目

さ
れ
てい
る
こ
と
に
変
わ
り
は
ない。

脚
光
浴
び
る「
儒
教
文
化
圏』

ア
メ
リ
カ
経
済の
再
生
に
とっ
て、
こ
の
よ

うな東
ア
ジ
ア
と
の
関係
が
重
要
だ
と
の
認
識

は
今や
こ
ち
ら
で
は
誰
も
が
抱
い
て
い
る。
私

が

教鞭を
とっ
てい
る

国際関係・
太
平
洋
研

究
大
学
院
（I
R
／P
S）
な
ど
は、
ま
さ
に

こ
の
ヰ
つな
認
識
に
基づ
い
て
設
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
り、
東
ア
ジ
ア
の
サ
ク
セ
ス・
ス
ト
ー

リ
ーの
践
を
学
問
的
に
も
解
き
明
か
そ
う
と
い

う
わ
け
で
あ
る。

第二
次
大
戦後、
世
界の
多
くの
国々
が
政

カ
リ
フ
才
ル
ニ
ア
大
学

大
学
院
客
員
敏
掛

中

嶋

嶺

雄
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治
的
独
立

会議日成
し
た。
次い
で

経済的
独
立

と
経済
発

展を志
向
し
た
け
れ
ど、
今
日
で
も

多
くの
国々
は
貧
困
と
経
済の
後
進
性
に
悩
ん

でい
る。
と
く
に一
九
七
0
年代
か
ら
八
0
年

代初
頭
に
か
け
て
の
二
度
に
わ
た
る
石
油
危
機

を
経
過
し
て
み
る
と、
ア
ジ
ア
N
I
E
S
だ
け

が
工

業国家群に
仲
間
入
り
し、
他の
詣国は

ドロ
ッ
プ・
ア
ウ
ト
し
て
し
まっ
た。

こ
う
し
て
日
本
だ
け
が
ア
ジ
ア
で
近
代
化・

工
業化
に
成
功
し
た
例
外
だ
と
長
く
語
ら
れ
て

き
た
時
代
は一
九
六
0
年代
ま
で
で
終
わ
り、

七
0
年代に
は
ア
ジ
ア
N
I
E
S
が、
八
0
年

代に
は

中国大
陸
沿
岸
が、
そ
し
て
九
0
年代

に
はベ
ト
ナ
ム
ま
で
も
が
経
清
発
展の
局
面
に

入
ろ
うと
し
てい
る。

こ
の
占
ヲな
現
実
に
直
面
し
て、
こ
れ
ら
地

域の
経済
発展の
要因
を
解
明
す
る
た
め
に、

こ
れ
ら
地
域
に

共通す
る

文化的・
歴

史的背

景に
照
明
を与
え
占っ
と
す
る
試
み
が
内
外で

な
さ
れ
て
き
た
の
は、
当
然
で
あっ
た。
「
儒

1993・3プレジデント
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教文
化問」
とい
う発
想が
その一
つ
である

が 、
最
近で
は
「
冊数
資
本主
義（
Pミ
5
2

〔い
喜一
E
54）」
とい
う見方
も
提起されは
じ

め
てい
る 。

究」）
の
研
究
代
表
者
と
し
て、
こ
の
問題
で

の
国内
外の
討
論に
加わっ
て
きたので 、
こ

こで
は
それ
らの
捻識
も踏ま
えなが
ら論じ

て
み
た
い
（
な
れベ
「
来
ア
ジ
ア
比
較
研
究」
の

一
応
の
ま
と
め
は、

抑加
綴
者

♂品
ア
ジ
ア
比
較
研

究』、
日
本
学
術
仮
興
会‘
一
九
九
二
年、
参
照｝。

東ア
ジアの
経済
発
展の
背景として 、
こ

れ
ら
地
域
に
共
通
す
る
文
化に
治討
す
るこ
と

岨閣
制軒
は
い
ず
れ
b
中
同時 w
m

私
自
身、
一
九
八
七
i
九
O
年にか
けて、

文
部
省科
学
研
究
費重
点
領域
研
究「
東アジ

アの
経済
的・
社
会的
発
展と

近代化に
関す

る
比
較
研
究」
（
略
林
・
「
来
ア
ジ
ア
比
較
研

ヤ官、炉、旬、，. .. ・－一 ， ．.... 、・e．‘ ......ι；·＜Vf·・
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は 、
きわめ
て
興
味
深い
テ
1マ
で
あるだけ

に 、
あ
らか
じめ一
定の
前提
を設
定してお

か
ね
ば
な
らない
で
あろ
う 。
なぜ
なら 、
国

際
社
会の
現
実や
諸地
域の
発
展を文
化論の

尺
度で
論
じる
場合 、
当面の
解釈に
必
要な

文
化的
傾
向の
み
を
悲意的に
抽出
しがちで

あっ
た
り 、
また
しば
しば
低
俗な
文
化主
義・

に
堕
しやすい
か
らで
も
ある 。

さて 、
私がこ
こ
でい
う
「儒
教文
化凶」

とは 、
い
う
まで
もなく
型国文
化の
影響
を

受け
て
きた
地
域
で
ある 。
したがっ
て 、
こ

の
地
域

を漢字文
化困 、
もっ

と
噛み
砕い
てい
えば 、
「
答

を持つ
文
化」
を共
有してい

る
地
域だといっ
て
もよい
で

あろ
う 。
地
理
的に
は 、

由主国

大
陸は
もとより 、
日
本 、
台

湾 、
韓
国 、
北
朝鮮 、
香港 、

マ
カオ 、
シン
グポ
lル 、
そ

れにベ
トナム
などの
地
域が

あり 、

東南アジアの
務入
社

会
もそこ
に
含め
るべ
きで
あ

ろ、っ 。こ
の
場
合の
儒
教文
化は 、

偶
数の
思
想や倫理が
社
会秩

序の
規範と
して
共有されて

きた
歴
史的
体験

会肴すると

い
うこ
とで
あっ
て 、
必
ず
し

も
焔
教や
俗学その
ものの
こ

と
では
ない 。

日
本の
近
代化に
関する評

論で
知られ 、
日
本の
経済
的

・
社
会的
発
展と偶
数
文
化と

の
関係
を論じた
『日
本を其

剣に
と
ら
えよ
う｛
U玄コ問』
告白コ
ω向江og－

－
可）
』

｛
斗
y
m

〉
5－
0
2
n

同v
s
n
ト
0
2
色
O
PH
由∞
ご

の
著
者、
ドナル
ド・
ド
l
ア
教
授は 、
「私

がい
おうと
する
偶
数
文
化とは 、
その
社
会

の
支配
的な
諸
部
門（階級
／宗教）
を
性
格

づ
け 、
また
明らかに
儒
教の
もの
と
して
呼

ばれて
きた
伝統や
経
典
を参照
するこ
とに

よっ
て
直
接・
間
接に
人々
を是認
した
り 、

保証した
り 、
男
気づ
けた
りする
価値 、
信

仰および
習
慣の

中核的な
総体で
ある」
と

述べ
てい
る（
「

俗教 、

uH
は例
成長
お
よ
び
社
会

発
岡崎」 ‘
「

来
ア
ジ
ア
比
較
研
究」

第
三
回
全
体
会

餓 、

一

九
八
九
・

九
・

一

九
九

この
ような
儒
教文
化を共
有して
きたの

が
来アジアの
「偶

数
文
化闇」
で
あるが 、

そのこ
とは 、
こ
れ
ら
地
域の
社
会的
発
展が

歴史的に
偶数文
化と
密
接な
関係を
持っ
て

きた
とい
うこ
とで
あり 、
その
・4フな偶
数

文
化が
来アジア
地
域の
今日の
経済
発
展に

とっ
て効
呆的なファ
ク
タ
ーに
なっ
てい
る

の
では
ない
かとい
うこ
とで
あっ
て 、
儒
教

や
儒学が
その
ま
ま
経済
発
展を
保証する
と

い
うこ
とでは
あり
得ない 。
礼
子胸や
『論

阻阿』
と
現
代社
会の
経済
発
展とは 、
直
桜の

関係はない
の
で
ある 。

また
同様に 、
い
かに
「
偶
数
文
化凶」
と

しての
伝統
主伺してい
て
も 、

出由や
北
朝

鮮の
現
実が
証明してい
る
47に 、
社
会主

義の
シス
テム
を
選
択してい
る
限り 、
経済

の
ダ
イナミッ
ク
な発
展は
あり
得ない 。
改

革・
開放を唱
える
中国の
最近の
経済
成長

・が
注目され
てい
る
け
れ
ど 、

中国の
経済が

発
展し始め
たの
は 、
この
国が

実質的に
脱

社会議の
方
向
を
歩み
始め
た
か
らで
ある 。

しか
しなが
ら 、
社
会主
義の
負の
遺
産の

ツケ
は
大き
く 、
同
じ
中国入社
会で
も 、
香

港や
台
湾と
比べ
ると 、
一
人
当た
りGN
P

では
約三
O
分の一
に
しか
過ぎ
ない 。

現
実
が
理
論
を
乗
り
越
え
て

「偶数文
化国」
と
経済発
展との
関連を論

じ
るに
際しては 、
右に
見た
占つな
留保が

必
要で
あろ
うが 、
しか
し
なが
ら 、
その
こ

とは 、
今日の
束アジアの
経済
発
展と
その

活
力が
冊
数
文
化と
深
く
関
連してい
ない
と

い
うこ
とでは
決して
ない 。
しか
も従
米 、

「偶
数
文
化闇」
は
学
問
的に
見て
も 、
工
業

化や
経済の
資本

主義的発
展に
適さ
ない
と

見倣されて
きたの
で
あるか
ら 、
今日の
来

アジアの
発
展は 、
現
実が
理論
を釆り
越
え

て
しまっ
たこ
とに
なる 。

よく知られてい
る
ように 、
束アジアの

世界を「アジア

的停滞」
と
見倣
したマル

クスは
もとより 、

中国につい
ての
深い
学

制
を示
したマ
ッ
クス・
ウェ
lパ
ー
も 、

「偶数文
化問」
は
資本
主
義的
発
展と
相
答

れない 、
と論じてい
た 。

ウェ
lパ
ーは 、
人
聞の
内
面的エ
ートス

に
発するビュ
lリ
タニ
ズ
ム
を「内面的な

品位の
倫理」
と
して
商く
評価し 、
現世
と

の
紫

竹山関係の
なかで
それ

を積極的に
変
革

し
4っ
とする志
向こ
そが

資本主義の
発達

を促す根本で
ある 、
と
考
えてい
た 。
こ
れ

に対して 、
形
式や
儀礼に
と
らわれ
る
「

外

而的な品位の
倫理」
と
しての
側教の
合理

主義は 、
現世に
対して
その
ま
ま順応しよ

うとい
う
消
極
的
な
もの
で
あり 、
「
儒
教文

化閤」
は
禁欲的な功

利主義に立脚
した
貨

任倫理を欠くため
に 、

近代産業資本
主義

の
発展に
は
結びつ
かない 、
と
強調してい

たの
で
ある 。
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この
主つな学
説が
正
しい
とすると 、
来

アジアの
「偶数文
化圏」

諸国は 、

産業
資

本

本義ヮな発
展の
道
を辿るの
ではな
く 、

日
本の江
戸
期の
町人
文
化や
中国社
会に
特

有の
流通ネッ
トワ
ーク
を基盤と
した
商業

資杢義的発
展の
道
を切り
開く以
外に
な

かっ
たの
か
もしれ
ない
が 、
現
実に
は日
本

がい
ち早く工
業
化に
成功
し 、
すでに
見た

1993・3プレジデント



よ
う
に
ア
ジ
ア
N
I
E
S
も
七
0
年
代
以
降、

比
較
的
安い
労
働
打
金
に
よ
る
加
工
貿
易
に
よ

っ
て
経
済
的急
成
長の
局
聞
を
形
成
し、
こ
う

し
て
束
ア
ジ
ア
全休
が
今
や
製造・
金
融・
流

通
の
世
界
的
な一
大
セン
タ
ー
に
なっ
てい
る。

こ
う
し
た
来
ア
ジ
ア
の
今H
的
・活力
と
そ
の

現
実
は、
「
問
教
文
化
問」
に
関
す
る
右
の
よ

う
な
従米
の
苧
説
に
州・り
し
た
と
き、
な
お
さ

ら
注
目
に
航
す
る
とい
わ
ね
ば
な
る
まい。

も
と
よ
り
「
問
教
文
化
問」
とい
っ
て
も、

同
じ
「
符
を
持つ
文
化」
を
共有
し
てい
な
が

ら、
使い
捨
て
に
は
し
ない
出由の
長い
答、

使い
拾
て
を
良
し
と
す
る
日
本の
木の
割
り
箸、

細い

令属
（
銀）
製
の
朝鮮
の
答
と
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
よ
う
に、
国
に
よっ
て
さ
ま
F
ま
な
違

い
が
あ
る。
同
じ
問
教
文
化
を
ど
の
よ
う
に
受

け
と
め
る
か
に
つ
い
て
も、
国
民性
に
よ
る
違

い
が
あ
る。

「
忠」
「
義」
を
重
ん
じ
る
日
本
人

ロ
ン
ド
ン
大
学の
森
崎過
失
教
授
は、
著
{!} 

『
な
ぜ
日
本
は
「
成
功」
し
た
か
？』

ここ上海市東洋の新工業区の開発計画では、·2030年までに1000復元の役資が予想される．

（T
B
S
 

プ
リ
タニ
ヵ、
一
九
八
五
年）
の

な
か
で、
「
中
国
は
文
治
儒
教

国
で
あ
る
が、
日
本
は
武
治
儒

数回
とい
わ
ね
ば
な
ら
ない」

と
諮っ
てい
る。
ま
た、
偶
数

文
化
は、
法

治平義
と

徳治主

義
を
両
輪
に
し
て
き
た
とい
わ

れ
な
が
ら、
こ
の
点
に
つ
い
て

も中国
と
日
本
で
は
大
き
く
迎

っ
てい
て、

中国
人の
場
合
に

は、
「
君
子、
法
を
犯
し
て
民

と
同
非」
とい
う
言
葉
が一示
す

よ
う
に、
支
配者
も庶
民
も
日

常
的
に
法
を無
視
し
て
平
然た

る
も
の
が
あ
り、
そ
れ

会持品w

と
は
感
じ
ない。
法
意
識、
法

感
党
が
日
本
人
と
巾由
人
と
で

は
大
き
く
異
なっ
てい
る
か
ら

だ
と
もい
え
よ
う。

肝
心の
問
教
の
徳目
を
とっ

て
み
て
も、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に

よっ
て
受
け
と
め
方
が
異
なっ

て
い
る。
JU」
「
孝」
の
二
道

を
基
礎
と
し、
「
仁」
「
殺」
「
礼」
「
智」

「
信」
の
五
徳
を
支
柱
と
す
る
儒
教
の
徳
目
を

取
り
出
し
て
み
る
と、
日
本
や
朝
鮮
で
は

「
忠」
の
意
識
が
伝
統
的
に
小国
よ
り
も
強
か

っ
た
が、
と
く
に
徳
川
彩

縦休制
下の
日
本の

武
士
の
「
忠」
は、

中国の
士
大
夫
や
斡固
め

両
班
（ヤ
ンパ
ン）
の
会
れ
と
も
大
き
く
奥
な

っ
て
鮮
烈
で
あっ
た。
『側
救
の
粕
神恥
（旧
版

岩
波
新
情町、
一
九
三
九
年）
の
著
者、
武
内
義
雄

時
士
は、
「
支
那
の
五
倫
は
家族
本
位
で
孝
が

重
ん
ぜ
ら
れ
る
に
対
し、
日
本の
五
倫
は
国
家

主
義
で
忠
孝
の一
致
が
佐
附
さ
れ、
孝
よ
り
忠

が
上
に
立っ
てい
る」
と
述べ
てい
る。
こ
の

「
孝」
の
意
織
は、
最
近の
日
本
で
は
鴨川
れ
て

い
る
とい
え
よ
う
が、

斡国
で
は
依然
と
し
て

根
強
く、
年
長
者
を
倣う
「
長

幼有仔
の
伝

統
が
生
き
てい
る。

人
間
の
自
然
な
情
愛
に
法づ
く
其
心
と
し
て

の
「
仁」
は、
孔
子
も
こ
れ

を仁徳
と
し
て
最

高
の
徳
目
に
位
置づ
け
てい
た。
こ
の
い
わ
ば

儒
教的
人
道
主義の
大本
と
し
て
の
「
仁」
は、

日
本
で
は
あ
ま
り
馴
染
ま
ない
が、

盟国
で
は

非
常
に
重
視
さ
れ
る。
「
偶
数
文
化
闘」
諸
国

は、
「
礼」
と
い
う
共
通
の
観
念
を
持っ
てい

る
が、
と
く
に
中由
人
は
「
礼」

を重
ん
ず
る

国
民
で
あ
る。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
人
は、

「
義」
を
もっ
と
も
身
近
な
徳
目
と
し
で
生
き

てい
る
とい
え
よ
う。

以
上
に
見
た
よ
う
に、

冊数の
徳
固
め
受
け

と
め
方
に
お
い
で
さ
え、
互い
に
こ
の
よ
う
な

述い
が
あ
り
な
が
ら
も、
「
偶
数
文
化
問」
諸

国
は、
そ
の
会誌
と
し
て
の
文
化的
同一
性
の

な
か
で、
今
日、
大
き
く
発
展
し
成
長
し
て
き

てい
る。

「
集
団
主
義」
と
「
教
育
熱
心」

そ
れ
で
は、
こ
の
よ
うな
「
儒
教
文
化
圏」

誹閣
の
ど
の
よ
う
な
共
通
性、
ど
の
よ・フ
な
特

徴が
経
済
発
展
と
結
び
つ
く
の
で
あ
ろ
う
か。

名
著
『
仰
教
文
化
問
の
秩
序
と
経
済』
（
名

古
屋
大
学
出
版
会、
一
九
八
凶
年）
の
著
者、
金

日
坤
教
授
（
鰍
図・
釜
山
大
学）
は、
「
儒
教
文

化
の一
等
大
き
な
特
徴
は、

家族集団主義
に

よ
る
社
会
秩
序
に
あ
る」
と
跡、関
し
てい
る。

同
教
授
は
ま
た
近
著
『
京
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展

と
偶
数
文
化』
（
大
修
似
性
店、
一
九
九
二
年）

の
な
か
で
こ
の
点
を、
「京
ア
ジ
ア
は、
偶
数

的
な
集団
、本義の
文
化
に
よっ
て
資
本主
義の

シ
ス
テ
ム
を
動
か
し、
経
済
の
発
展
に
成
功
し

た。
し
か
も、
伝
統
的

な柴柿的
秩
序
に
よっ

て、
経
済
発
展
を
軌
道
に
釆
せ
た
の
で
あ
る。

こ
れ
は、
欧
米
の
自
由
企
業
制度
に
よ
る
民間

主
導の
経
済
発
展
と
は
異な
り、
政
府
の
主
持

に
よ
る
発
展
で
あ
る」
と
述べ
て、
ま
さ
に

「
儒
教
資本
主
義」
と
で
も
呼
ぶべ
き
特
質
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
てい
る。

儒
教
的
倫
型
と
結
び
つ
い
た
家族

集団主義

が
「
偶
数
文
化
閤」

開国
の
経
済
発
展の
下
支

え
に
なっ
てい
る
とい
う
問題
縫
起
は、
き
わ

め
て
霊
袈
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な

家版集

問主義が、
た
ん
に
労

働
の
組
織
と
し
て
で
は
な
く、
企
業
成
貝
の
組

織
佑
を
も
た
ら
し
つ
つ
企
業
経
営の
規範
に
な

っ
てい
る
こ
と
は、
京
ア
ジ
ア
楕
地
域
の
中小d

企
業
の
み
な
ら
ず、
今
日
の
わ
が
国の
大
企
業

に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る。

こ
の
点
は
ま
た、
三
井、
住
友
な
ど
後
に
日

本
の
財
閥
を
形
成
す
る
にい
たっ
た
江
戸
期
の
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｛特集】r図書五経』のリーダー学

大
町
人
の
系
譜
安通っ
て
も
明
ら
か
で
あ
り、

韓
国の
財
閥
群の
形
成
過
程
に
も
該
当
す
る
と

い
え
よ
う。
こ
の

場合、

儒教的
「

中庸」
の

精
神
も
し
く
は
「
和」
の
志
向
が、
企
業
活
動

の
重
要
な
凝
集カ・
親
和
力
に
なっ
て
い
る
こ

と
も
見逃
せ
ない。
終
身
雇
用
制
や
年
功
序列

賃

金制、
企

業別労
働
組
合
といっ
た
日
本
型

労

使関係
を、

儒教的
な

家族集団土嚢
と
の

関
連
で
酔姻ず
る
こ
と
も
で
き

よう。

「
儒
教
文
佑
圏」
の
第二
の
特徴
は、
学
習
主

義、
あ
るい
は

学習集同
学
習
国
家
とい
う

こ
と
で
あ
る。
わ
が
国の
学
問
に
も
儒
教の
影

響
が
圧
倒的
に
強
く、
と
く
に
朱
子
学
を
は
じ

め
と
す
る
新しい

教義解釈
の
優子
流
派
が、

日
本
の

近代的思
惟
の
形
成
と
近
代
化の
過
程

に
大
き
な
意
味
をもっ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る。中国に
おい
て
も、
科
挙の
試
験
を
始
め
と

し
て、
儒
教
文
化
が
徹底
的
に
学
習
さ
れ
て
き

た。
こ
の
場
合、
「
儒
教
文
佑
圏」

諸国
に
共

通
す
る

漢字学
習の
もつ

教育的・
社
会
的
効

果
が
大い
に
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
ない
よう
に

思
わ
れ
る
（
漢
字
文
化
や
漢
字
学
習
の
も
つ
意
味

の
重
要
性
に
つ
い
て
の
私
自
身
の
発
言
は、
『
誕
字

文
化
を
考
え
る』
『
儒
教
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
考
え

る』
『
漢
字
文
化
閣
の
歴
史
と
未
来』、

い
ず
れ
も

大
修
館
書
店
刊、

参
照）
。

学
習
主
義、
学

習集団‘
学
習
国
家
とい
う

志
向
は、
そ
も
そ
も
儒
教の
経
典
『
論垣間』
の

巻
頭
が
「
学
び
て
時
に
之
を
習
う」
と
い
う

「
学
而
篇」
か
ら
成っ
て
い
る
こ
と
に
端
を
発

し
て
い
る
と
もい
え
よう
が、
結
果
的
に
は
中

国
大
陸
を
別
と
し
た
現
在の
東
ア
ジ
ア
諸国の

識

字卒、

就学率、

教育
水
準の
高
き
に
繋
が

っ
てい
る。

そ
の
結
果、
今日
で
も日
本
を
は
じ
め
台
湾、

韓
国
な
ど
の
N
I
E
S
諸
地
域
で
は、
知
識
集

約的
な
社
会的土
壊
が
中央・
地
方
を
問
わ
ず

に
存
在
し、
受
験
シス
テ
ム
を
含
め
た
日
本
型

学
習
国
家へ
の
指向
が
全
般
的
な
傾
向に
なっ

てい
る。
そ
の
た
め
の
弊
害
も
し
ば
し
ば
指
摘

さ
れ
て
い
る
と
はい
え、
こ
の
点
が
近
代
化、

工
業
化、

情報化の
た
め
の
ノ
ウハ
ウ
の
開
発、

イン
フ
ラス
ト
ラ
ク
チャ
ー
の
整
備
や
情報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形成
に
き
わ
め
て
大
き
な
意
味

を
もっ
てい
る
こ
と
はい
う
ま
で
も
ない。

こ
の
ように
見
て
く
る
と、
漢
宏子
習の
も

つ
重
要

な意義守主命の
大
義の
た
め
に
解
消

し
て
過
度
の
簡
略
化
を
実
行
し
た「
毛
沢
東
思

想」
に
基づ

く中国の
文

字改革
が、
識
字率

の
向
上
に
ほ
と
ん
ど
繋
がっ
て
い
ない
現
実
を

改
め
て
問
わ
ね
ば
な
る
まい。
幸い
に
し
て
中

国
で
は
最
近
漢
字の
過度の
簡
略
化
の
中止、

香
港・
台
湾
や
東南
ア
ジ
ア
華
人
社
会
と
の
経

済
交
流
に
起
因
す
る
大陸

沿岸部
で
の
正
漢
字

の
復活
傾
向
が
見ら
れ
る
こ
と
は
喜
ば
しい。

「
儒
教

資本主
義」
と
は
何
か

経
済
発
展と
関
連
し
た
儒
教
文
化の
特
徴
と

し
て
第三
に
指
摘
し
得
る
こ
と
は、
そ
も
そ
も

儒教
は
信仰の
対
象で
あ
る
よ
り
は、
一
つ
の

倫理
的
規
純で
あ
る
こ
と
で
あ
る。

ア
ジ
ア
の
経済
発
展
と
の
関
連
で
見た
儒
教

文
化
の
真
髄
は．「
家
族
（F
邑
宕）」
「
礼

（1g）」
「
高
級
官
僚
制
度
（g
g
ezロ旦）」

に
あ
る、
と
鋭
く
析
出
し
て
い
る
フ
ラン
ス・

ア
ジ
ア
学
界の
碩
学、
レ
オン・
ヴァ
ン
デ
ル

メ
lル
シュ
教授
は、
そ
の
著
読
しい
シ
ナ

PF
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コ

的
世
界（
E
g
g
Sロ
言。
昆o
aロ
広）』
（
邦

訳
『
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
時
代』

大
修
館
書
店

一

九

八
七
年）
の
な
か
で、
「
儒
教
的
共
同
体
主
義

の
著
しい
特
徴の一
つ
は、
宗
教的
信仰
に
全

く
煩
わ
さ
れ
ない
こ
と
で
あ
る」
と
述べ
てい

る。
儒
教
は
厳密
な意
味
で
の
宗
教
で
は
ない

が
ゆ
え
に、
日
本で
は
神道
と
の
共
存
が
可
能

で
あ
り、

中国
で
は
道
教
と
の
共
存
が
可
能
な

の
で
あっ
た。
つ
ま
り
儒
教
は、
き
わ
め
て
寛

容
な
ド
ク
ト
リ
ン
なの
で
あっ
て、

信仰
で
あ

る
よ
り
は
社
会
的
な
規
範
で
あ
り、

第樺
で

あ
る
と
こ
ろ
に
特徴が
あ
る。

こ
う
し
た
飽示
教
に
対
す
る
寛
容
さ
と
宗
教

的
非
拘
束
性
は、
た
と
え
ば
イス
ラ
ム
教
や
カ

ト
リ
ッ
ク
に
比べ
て
決
定
的
に
際
立っ
て
い
る

が、
そ
の

ような
儒教の
ゆ
る
や
か
な
行
動
規

範
が、

本来
的
に
現
世
肯
定
的
な

儒教的
合
理

主
義の
精神
と
結
び
つ
い
て、
一
種
の

実学志

向
と
経

験主義や尋き、
工
業
也・

馨花の

た
め
の
基
盤
整
備
に
大い
に
役
立っ
た
の
で
は

ない
か
と
思
わ
れ
る。

江

戸中期
に
「
営
利」
の
思
想

を肯定
し
て

町
人
階
級
に
影
響
を与
え
た
日
本の
新しい
儒

学
旅
派・
石
門
心
学
を
学
び、
「
仁
義」
と「
富

貴」
をニ
者相
容れ
る
もの
と
し
て
『
論
語』

を積極
的
に
読
み
替
え
た
と
い
う日

本実業
界

の
先
駆
者・
渋
沢
栄一
に
は、
『
論
語
と
算

盤』
（
復
刻版、
図
書
刊
行
会）
と
題
す
る
名
著

が
あ
る。
渋
沢
は
こ
の
点
で

儒教的倫
理
と
経

済
的
合
理
性
と

安結合
し
よう
と
し、
そ
れ
を

自
ら

も実践
し
た
の
で
あっ
て、
そ
こ
に
見
ら

れ
る
「
義
利
両
全」
「
致
富
経
国」
と
い
っ
た

倫
理
感
と
実
業
思
想
に
は、
ま
さ
に
今
日
の

「
儒
教

資杢Z
義」
の
ア
ン
グ
ル
か
ら、
改
め

－tfE・E・－．，．．
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て
光
が
当
て
ら
れ
るべ
き
で
あ
ろ
う。
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ア
ジ
ア
の
新
し
い
可
能
性
を
採
る

い
ず
れ
に
せ
よ、
「
経
情」
と
い
う
言
葉
そ

の
もの
が
「
経
世
済
民」
「
経
国
済
民」
と
い

う
儒
教
思
想に
発
し
て
い
る
こ
と
に
示
唆
さ
れ

る
よ
う
に、
儒
教の
教義
や
儒
教
文
化
は
今
日、

東
ア
ジ
ア
諸国の
経
済
発
展
に
とっ
て
重
要
な

精
神的
支
柱
と
な
り、
労
働
と
生
産－
売
買
と

交
易の
倫
理
的
規
範
と
なっ
て、
そ
の
社
会的

活
力
を内
面か
ら
支
え
てい
る
と

見倣すこ
と

が
で
き
4
1

も
と
よ
り、
す
で
に
詳
し
く
見
て
き
た
よ
う

に、
儒
教
や
儒
教
文
化
が
その
ま
ま
経
済
発
展

に
繋
が
る
といっ
た
短
絡
は
で
き
ない。
各
国

各
地
域の
経済
発
展の
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
が、
ひ
と
た
び
離
陸
（テ
イ
ク・
オ
フ）
が

開
始
さ
れ
た
社
会
に
おい
て
は、
儒
教
文
化の

伝
統

安肴す
るこ
と
が
経
済
的・

社会的
発
展

の
促
進要
因・
充
足
要
因
に
なっ
て
い
る
こ
と

を
確
認
で
き
よ、っ。
そ
れ
を
「
儒
教
資
本
主

義」
と
呼ぶ
か
ど
う
か
は
別に
し
て、
少
な
く

と
も、
欧
米の
資
本主
義
と
は
異
なっ
た
タ
イ

プ
の
ア
ジ
ア
型

資本土嚢
を
今
日
か
な
り
はっ

き
り
と

見分け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
なっ

て
き
てい
る。
香港の

啓徳空
港
で
も
よい、
台
北
の
蒋
介

石

国際宮港で
も
よい、
あ
るい
は
シン
ガ
ポ

ール
の
空
港
で
も、
ソ
ウ
ル
の
空
港
で
も
よい、

同
じ

ような
ビ
ジ
ネス・
カ
ル
チャ
ー
に
身
を

装っ
た
ア
ジ
ア
の
国
際ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や、
最

近
で
は
ビ
ジ
ネス
ウ
ーマ
ン
た
ち
が、
今
日
も

足
速
に
瓢
爽
と
タ
ラッ
プ
を上っ
て
行
く。A

企
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